
平成２３年１２月　８日

計画の名称

項目 評価細目 評価 説明欄

【課題】
・木材価格の低迷、林業従事者の減少
・地域住民の森林に対する期待が大きく､森
林再生が急務

【目標】
・治山事業による森林基盤の総合整備
・農業用水の安定供給
・漁場環境の保全
・間伐材の搬出による森林資源の循環利用

【関連計画】
・地域森林計画
・市町村森林整備計画
・市町村森林整備事業計画
・森林整備保全事業計画

・継続事業であり、過去の実績や地元要望
により算出
・地元市町村、森林組合と調整済み

判定

目標の妥当性

農山漁村地域整備計画事前評価調書

・地域の課題に適切に対応する目標と
なっているか。
・関連する計画との整合性が図られてい
るか。

【対象事業】
・治山事業
・森林整備事業
　（公的森林整備推進、絆の森整備）
・農業用水保全の森づくり事業
　（流域育成林整備）

【関連事業】
・漁場保全の森づくり事業
　（保安施設事業）
・森林環境保全直接支援事業

豊かな自然環境と暮らしを育む山城地域ふるさとの森づくり計画

適

・間伐材の搬出量や山地災害防止機能が高
まった集落の増加を具体的な数値として設
定しており、事後評価ができる適切な指標と
なっている。

整備計画の
効果・効率性

適　　　　　　　　　　　正

整備計画の
実現可能性

・整備計画の内容は事業実施可能性が
十分検討されているか。

適

適

・整備計画の目標と定量的指標は適切に
設定されているか。
・事後評価ができる適切な指標となってい
るか。

【定量的指標】
・間伐材搬出量の増加
　　148m3/年　→　314m3/年
・山地災害防止機能向上集落数の増加
　　16集落　→　19集落


